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静岡県の
新型コロナウイルス感染症者
発生・入院等の状況
（2023年2月12日時点）

静岡県健康福祉部　新型コロナ対策 企画課 & 推進課
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静岡県の直近１か月の新型コロナ新規感染者数の状況《2/12時点》



P3

8月24日
第７波Max

７,９６９

8月24日
第７波Max

６,１６２

10月12日
第７-８波間
底値６９１

1月12日
第８波Max

７,２１２

1月7日
第８波Max

９,４７５
（人）

2月5,8日
第６波Max

２,０６６

2月10日
第６波Max

１,７３５

6月22日
第６-７波間
底値２１７

静岡県 第６波以降 オミクロン感染者の状況（2022.1/1～2023.2/12）

2月12日
１,２２５第６波

第７波

第８波



静岡県 コロナ受入病院 入院患者重症度別推移(2022.1/1～2023.2/12)

478

328

73
4, 8.0%

51.8%
922/2
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2月20日
Max 445人
Max 68.1%

6月27日
Min 24人
Min 3.9%

• 入院患者数は11
月以降増加し１
月半ばから下降

• 入院患者の約６
割が軽症者

2月4，5日
Max 7人

Max 16.7%

8月6日
Max 84.7%

8月9日
Max 800人

73

8月14日
Max 14人
Max 31.8%

1月16日
Max 1,042人

Max 82.7% 

1月22日
Max 20人
Max 36.4%



静岡県の第８波の感染者集団発生状況（2022.12/12～2023.2/5）
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（件）

•高齢者入所施設は、クラ
スター発生施設が多く、年
末年始がピーク

•医療機関は12月半ばに
多く、その後横ばい

•障がい者入所施設は、緩
やかに減少
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静岡県の直近の年齢別感染者数・割合（2/3～2/9）

全10,507人
（-3,430人)

（+-○○人, +-□%）
は前週との増減

政令市を含む全県

• ４０歳代の割合が最
も多く、１６％

• 人数の減少が最も
多いのは１０未満、
次いで３０歳代

• 人数の減少が最も
少ないのは６０歳代

• ６０歳以上は２２％
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（-907人, -3%）

（-364人, +2%）

（-306人, +1%）

（-256人, +1%）

（-550人, -1%）

（-370人, +-0%）

（-192人, +1%）

（-484人, +-0%）



静岡県 年代別人口10万人あたり週感染者数（2022.1/7～2023.2/9)

政令市を含む全県
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（人/週/人口10万）

• ４週続けて全年代で感染者が減少

• １０歳未満の年代別人口あたり感
染者数が最も多いが、減少は急



政令市を含む全県,人口は2022.10/1

• 再感染者数不明のため、年代別累計感染者数をその人口で除した値
• １０歳未満が、既にかかった人の割合は最も多く、約４４％
• 年齢が高くなるにつれて既感染者の割合は減少する傾向
• 県全人口では、約２２％の人がオミクロン株に既感染

P8

（既にかかった人の割合）

11.3万人/
25.8万人

11.4万人/
32.2万人

10.5万人/
30.2万人

12.0万人/
36.5万人

12.4万人/
48.4万人

8.8万人/
49.7万人

5.5万人/
44.7万人

8.1万人/
86.4万

80.5万人/
358.2万人

83.1万人/
358.2万人

静岡県 年代別 オミクロン株 既感染者割合（2022.1/1～2023.1/31)



県と国 コロナワクチン３～５回目年代別接種率 （2/6時点） 

（VRS；ワクチン接種記録システムより）
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政令市を含む全県

（+0.X%は前週からの増加）

（+0.4%）

（+0.2%）

（+0.3%）

（+0.1%）

（+1.4%）

（+0.6%）

（+0.1%）

（+-0%）

（+-0%）



県と国 オミクロン対応ワクチン年代別接種率 （2/6時点） 

P10

政令市を含む全県

接種率の分母
は初回接種の

完了者数

• 県のオミクロン対応２価ワクチンの接
種率は、６５歳以上が高く７６.３％（前
週から＋１.７％）で全年代では５３.２％
（＋１.２％、約３.５万人が接種）

• 県のオミクロン対応２価ワクチンの接
種者数は、約１５８万人

（VRS；ワクチン接種記録システムより）



静岡県 新型コロナ第３波～BA.５波の死亡者数(～2023.2/9)

（人） （人/日）

（％）

3,975人 3,603人 17,289人 94,945人

％

人/日

人

P1157,596人

2020.11.16～21.2.15,
（92日間）

ｵﾘｼﾞﾅﾙ株主体,

21.4.1～6.30,
（91日間）

アルファ株主体,

21.7.1～9.30,
（92日間）

デルタ株主体,

22.1.1～3.31,
（90日間）

ｵﾐｸﾛﾝBA.1主体,

（91日間）
22.4.1～6.30,

BA.2主体,

政令市を含む全県

22.7.1～9.30,

オミクロンBA.5系統主体

313,739人

22.10.1～12.31,
（92日間）感染

者数 203,807人
（92日間）

％

• 2023年1月の死亡公表者数
は315人で、これまで最多の
昨年8月の211人を超えた

150,041人

23.1.1～2.9時点

（40日間）

人/日

人

；観察期間における　
　コロナ陽性死亡者数／新規感染者数



静岡県 週ごとに公表された新型コロナ陽性死亡者数(2020.2～2023.2)

（人）

P12

政令市を含む全県

• 2022年以降の週間死亡公表者
数は、それ以前に比べて急増

• 2022年10月以降の第８波では、
死亡公表者数が第1～4週の４
週連続で過去最多

9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（死亡公表者数※）

( 41人)
(168人)
(734人)
(337人,第5週 2月5日まで)

※；第1週は1月1日から始まると
は限らないので、1月1日からの
公表死亡者数の集計値ではない



静岡県 新型コロナ最近の死亡者の年齢分布(2022.12/1～2023.1/31)

•１３人を除き６０歳以上

•６０歳以上が約９７％

•７０歳以上が約９２％

•８０歳以上が約７７％

計４４３人
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政令市を含む全県



静岡県 新型コロナ最近の死亡者の基礎疾患等(2022.12/1～2023.1/31)

•高血圧・心血管疾患が最多で約５割

•次いで多いのは、糖尿病、脳血管疾
患、悪性腫瘍、慢性腎臓病
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（239人）

計４４３人

政令市を含む全県、複数回答

（93人）

（61人）

（45人）

（71人）

（91人）

（63人）

（12人）

（43人）

（17人）

（1人）

（0人）



静岡県 新型コロナ最近の死亡者の死因(2022.12/1～2023.1/31)

•死亡者の約４割が、新型コロナウイルス感染
症が主たる死亡の要因。

•死亡者の少なくとも５割は、新型コロナウイル
ス感染症が主たる死亡の要因ではない。
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政令市を含む全県

計４４３人



静岡県 新型コロナ陽性死亡者数から見た年代別粗死亡率　第７波と第８波の比較

（人）
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政令市を含む全県

• ここでの粗死亡率は、観察期間における　　
コロナ陽性死亡者数／新規感染者数

• 第７波と比べて第８波では、粗死亡率が５０
歳代以上で上昇傾向だが、統計学的に有意
に上昇しているのは７０歳代以上と全年代

コロナ陽性死亡者数（第７波, 第８波）

（1, 1） （1, 0） （0, 0） （0, 3） （3, 2） （5, 7） （13, 21） （325, 443）

（42216, 31273）（42359, 34089） （40296, 33295） （47651, 36523） （49395, 39181） （35114, 30878） （22455, 19362） （30964, 30671）（313739, 255583）
コロナ感染者数
（第７波, 第８波）

0.67 0.55 1.00 0.08 0.61 0.30 0.07
P値；カイ二乗検定またはフィッシャー直接法



日本　今季のインフルエンザの流行状況（1/30～2/5 第5週時点） 
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《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2023年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

• 2017-18シーズン、2018-19シーズン
は大きな流行があった

• 2019-20シーズンは、2020年１月から
コロナの感染対策が始まったため、イ
ンフルエンザの流行は拡大せず漸減

• 2020-21シーズンと、2021-22シーズン
は、明らかな流行は認められなかった

• 2022-23シーズンは全国定点あたり報
告数は11月以降増加し、定点医療機
関辺りの報告者数は、第50週1.24で
流行期に入り、第5週は12.66

• 本県は第51週(12/19～25)が1.00で流
行期に入り、第5週(1/30～2/5)は3.35

（件数）



静岡県の保健所管内別 １週間のインフルエンザ感染者 定点医療機関からの報告数（2022.10/10～2023.2/5）
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（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

１週間の定点医療機関
からの報告数平均

（下田、東伊豆、河津、南伊豆、松崎、西伊豆）　　　　（熱海、伊東）　

　（富士、富士宮）

• １週間の定点医療機関からの報告
数の平均が、１以上で流行開始、
１０以上で注意報、３０以上で警報

• 県内の保健所管内では流行期に
該当し、両政令市で再増加傾向

　（沼津、三島、裾野、伊豆、伊豆の国、函南、清水、長泉）　　　（御殿場、小山）　　

（島田、焼津、藤枝、牧之原、吉田、川根本）　　（磐田、掛川、袋井、御前崎、菊川、湖西、森）　　
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0-9歳 10-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

0-9歳 1,397人(46%)

10-19歳 828人(27%)

20-29歳 298人(10%)

30-39歳 189人(6%)

40-49歳 127人(4%)

50-59歳 108人(4%)

60-69歳 58人(2%) 70歳以上 59人(2%)

0-2歳 252人(8%)
3-9歳 1,145人(38%)

全体
3,064人

静岡県の今シーズンのインフルエンザ年齢別の累積報告数･割合
2022年９月から2023年第５週(1/30～2/5)まで　（政令市含む全県）

• １０歳未満の割合が最も多く46％
• 次いで１０歳代、２０歳代の割合

が多く、27％、10％
• ２０歳代以下が82％を占めている

P19


